
京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報　2001-10

平安京左京三条四坊四町跡

2003年

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

平
安
京
左
京
三
条
四
坊
四
町
跡

財
団
法
人
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
　
二
○
○
一
―
一
○



平安京左京三条四坊四町跡

2003年

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所



序　　文

京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しております。また、平安京遷都以来今日に至るまで都市として永々と生活が営

まれてきており、各時代の生活跡が連綿と重なり合っています。都であるゆえに、そこ

から発見されるその一つ一つは、日本の歴史を語るうえで欠くことのできないものとな

っています。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした遺跡の発掘調査を通して京都の歴史の

解明に取り組んでおります。その成果を市民の皆様に広く公開し活用いただけるよう進

めていくことが研究所の責務と考えております。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐ

り、京都市考古資料館での展示公開、出土遺物の小・中学校や公的施設での貸出展示、

ホームページでの情報公開などを積極的に進めているところであります。

さて、当研究所では従来各年度毎で報告してまいりました「京都市埋蔵文化財調査概

要」を改め、平成1 3年度調査分より各調査箇所毎に１冊の報告書として発刊しておりま

す。その第1 0冊目として、このたび公共施設建設に伴います平安京跡の発掘調査の成果

を報告いたします。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教

示たまわりますようお願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援をたまわりました関

係者各位に厚くお礼ならびに感謝を申し上げる次第です。

平成15年１月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢



例　　言

１ 遺　跡　名 平安京左京三条四坊四町跡

２ 調査所在地 京都市中京区東洞院姉小路東入曇華院前町

３ 委　託　者 京都市　代表者　京都市長　

４ 調 査 期 間 2001年６月７日～2002年２月13日

５ 調 査 面 積 約980㎡

６ 調査担当者 上村憲章・鎌田泰知

７ 使 用 地 図 京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「三条大橋」を参考にし、

作成した。

８ 使用測地系 日本測地系（改正前）平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位 (m) を省略した）

９ 使 用 標 高 T.P.：東京湾平均海面高度

10 使用基準点 京都市が設置した京都市遺跡発掘調査基準点（一級基準点）を使用した。

11 使用土色名 農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

12 遺 構 番 号 調査区ごとに通し番号を付し、遺構種類を前に付けた。

13 遺 物 番 号 挿図の順に通し番号を付した。

14 掲 載 写 真 村井伸也・幸明綾子

15 基準点測量 宮原健吾

16 遺 物 復 元 村上　勉・出水みゆき

17 本 書 作 成 上村憲章・鎌田泰知

18 編集・調整 児玉光世

（調査地点図）
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平安京左京三条四坊四町跡

１．調査経過

1 9 9 3年統廃合により閉校となった元初音中学校敷地内、グラウンド西側に京都市「子どもカウ

ンセリングセンター（仮称）」が建設されることとなった。今回の調査はそれに先立つものであり、

平安京の条坊では左京三条四坊四町の北西部にあたる。同町内に於ては1 9 7 5年以来、古代学協会、

京都文化財団などによって６回にわたる調査が実施されており、今回で７回目の調査となる。建

物建設範囲に従い736㎡（東区）、その北西側に240㎡（西区）の２ヶ所の調査区を設定した。

当該調査地点の位置する四町では、西側４分の１町については1 0世紀後半の土地売券が残って

いる。平安時代後期（1 2世紀後半）には、後白河法皇の第２皇子である以仁王の邸宅とされる高

倉宮があった。以仁王が平家追討の令旨を発したことにより、平氏政権に追われ宇治川の合戦で

破れるという件は平家物語でも著名である。1 3世紀に入ってからは、同町はいくつかの宅地に分

割され、右近衛中将藤原成定の邸宅、故大膳大夫平業忠の遺邸、入道三品源顕兼の邸宅が存在し

たことが知られている。中世から近世には瑞雲山通玄寺曇華院が存在したことが文献により明ら

かとなっている。通玄寺曇華院は、順徳天皇孫四辻宮尊雅王の娘智泉聖通を開祖に1 4世紀後半に

成立、幕末まで当地にあり、明治初年に嵯峨野

に移転している。その後、集書院が置かれるな

どするが、明治2 6年に柊町より初音尋常小学校

が当地へ移転、現在に至る。

以上のように、文献の上では平安時代の前期

や1 1世紀から1 2世紀前半にかけて空白はあるも

のの、土地利用の変遷が比較的明らかな地域で

もある。

平安京の条坊遺構については、西区の西端で

東洞院大路の東築地跡が推定された。

今回の調査では、高倉宮に直接結びつく遺構

は確認できなかったが、平安時代後期の井戸な

どは確認できた。曇華院成立以降に遺構、遺物

とも量が確実に増していく傾向をつかむことが

できた。また、1 9 7 5年に古代学協会により実施

された中京郵便局の調査で見つかっていた東洞

院大路推定部分の東側に掘られた溝の追跡調査

も行うことができた。

－1－

図１　東区調査前全景（東から）

図２　西区調査前全景（南西から）



２．周辺の調査

東洞院通、三条通、高倉通、姉小路通に囲まれた地区が、平安京の町割りである左京三条四坊

四町にほぼ重なる。同町内では昭和5 0年（1 9 7 5）より６回にわたる調査が実施され、１～５次調

査の調査報告が刊行されている。以下それぞれの調査の概要について述べる。

１次調査 東洞院大路の東側溝と考えられる溝を検出し、当時誤差の大きかった平安京の条坊

復元モデルの誤差修正に成果をあげた。しかし、後に (財) 京都市埋蔵文化財研究所の調査成果に

基づく座標計算による条坊復元モデルと比較すると、東洞院大路東側溝推定位置より２～３ｍ東

に位置することがわかった。

２次調査 現在の京都文化博物館敷地の北半部分の調査で、南北方向西面から東西方向南面で

Ｌ字形に曲がる江戸時代の石垣を発見する。また平安時代から鎌倉時代頃の高倉小路の西側溝と

思われる溝を確認している。

－2－

図３　調査位置図（１：2,500）

表１　左京三条四坊四町調査一覧表



３次調査 中・近世の遺物が出土した。江戸時代の遺構に削られている部分が大きく、三条大

路、高倉宮、曇華院関連と思われる遺構は発見できていない。

４次調査 高倉小路の西側溝と思われる溝を確認している。また、寛永十四年（1 6 3 7）洛中絵

図に記載のある堀を検出している。江戸時代の溝から元文年間から文政元年（1 7 3 6～1 8 1 8）にか

けて鋳造された「元文小判」が折りたたまれた状態で出土している。

５次調査 平安時代後期から各時代にわたる遺構を検出し、調査区南部分では三条大路の北側

溝を発見している。また、縄文時代晩期の突帯文土器がまとまって出土し、縄文時代中期、同後

期、弥生時代前期、同中期などの土器も少量ながら出土している。これは周辺調査とはまったく

違う様相であり注目された。

３．遺　　構

調査区は直角座標系Ⅵの方位にあわせて設定した。土層の状況を東区南壁断面でみてみると、

１～４層は明治時代以降の盛土で、学校の校舎改修築などの時に入れられたものである。１層は

山砂で現在のグラウンドを形成するものである。現表土は標高4 1 . 2 5 m前後を測る。５層は出土遺

物から江戸時代後半期のもので、５層直下の面は江戸時代の中期から後期にかけてのものと考え

られる。面の下には江戸時代中期頃に入れられたと思われる整地層群６～1 4層が堆積し、1 5層と

した焼土層がある。1 5層と3 0層の焼土層との間に、江戸時代前期から中期の整地層群1 6～2 4層が

みられる。1 5層の焼土が被る面は江戸時代中期の面と思われる。3 0層の焼土が被る面は江戸時代

－3－

図４　東区南壁断面図（１：80）



－4－

図５　第１面実測図（１：250）



－5－

図６　第２面実測図（１：250）



－6－

図７　東区SE48・133・196、西区SE３実測図（１：40）



前期頃と考えられる。それ以下にも部分的に地山面との間に桃山時代から江戸時代前期の遺物を

包含する整地土層3 9～4 2層が堆積する。第１面とした遺構面は、この整地土層を掘り下げた段階

で、桃山時代から江戸時代以降の遺構を調査したものである。第２面は古代から中世の遺構の調

査をしたものである。地山面は東区では北東から南部にかけてが最も高く、標高3 8 . 6～7 mで、北

西にむかい徐々に低くなる傾向が見られるが、西区では標高3 8 . 4～5 mとその差はさほど大きくは

ない。地山と考えている自然堆積層も断ち割り調査を実施したが下層からは遺構・遺物などの痕

跡は確認できなかった。地山は基本的に黄褐色系（一部では下層が濃褐色となった部分もある）

の砂泥層で、厚さは最大で１m前後あり調査区全面に確認できる。調査区北東、北西部分ではそ

の下層の礫層が表面に出ている部分も見られた。

第１面（図５、図版１）

第１面では、東区の土壙S K 4 4やS K 5 0・5 1・5 2・7 1・7 3・7 4のような江戸時代前半の大型の遺

構が目につく。いずれの遺構からも多量の遺物が出土している。

東区S K 4 4（図版４－４）は、東調査区の北西部でその一部を検出したもので、全形は不明であ

るが東西幅4 . 9ｍを測る。炭の堆積が見られ、底部は標高3 8 . 5ｍ前後である。東区S K 5 1（図版

４－３）は、南北約６ｍ、東西約３ｍの長方形の掘形をもち、底部は西側で幅0 . 7ｍの東側より約

0 . 3 5ｍ高い段がつく。東側底部は標高3 8 . 0ｍ前後である。東区S K 7 4（図版４－６）は、その北側

で検出したもので、東西幅は約6 . 2ｍあり、底部は不整形で一番深いところで標高3 7 . 7 4ｍを測る。

南側の斜面から華南三彩の盤がほぼ完形で出土した（図８）。さらにその北側に東区S K 5 0を検出

している。調査区北壁沿いに検出したもので、東西幅は4 . 8ｍあり、底部は標高3 7 . 9ｍである。東

区S K 5 2・7 1（図版４－５）は、調査区西側で検出したもので、東区S K 5 2は東西4 . 7ｍ、南北2 . 4

ｍの長方形で、底部は標高3 7 . 7 5ｍ、東区S K 7 1は南北5 . 1ｍ、東西2 . 3ｍ以上、底部は標高3 7 . 6 5ｍ

である。東区S K 7 3（図版４－７）は、調査区南部で検出された大型の遺構で、東西9 . 4ｍ、南北

3 . 3ｍ、底部は標高3 7 . 9ｍを測る。東区S K 5 2・7 1・7 3とも、水が溜まって堆積したものとみられ

るシルト質の土層が観察された。

井戸は1 5基確認でき、このうち東区S E１としたものは漆喰の井戸側を持つもので、出土遺物や

校舎の配置図などから初音中学校の井戸であ

ったことがわかった。東区S E８は 組み、

東区S E７、東区S E 4 8（図７、図版３－１）、

西区S E３（図７、図版４－１）、西区S E 1 2

は石組みの施設をもつ。このうち東区S E７

および西区S E３は、底部が地山の透水層ま

で達してはおらず、井戸ではない可能性もあ

る。東区S E２は江戸時代前半期に埋没した

井戸で、焼土とともに多量の敷 が投棄され

ていた。

－7－

図８　東区SK74華南三彩出土状況（東から）



第２面（図６、図版２）

第２面では、井戸や土壙、Pit（柱穴）、溝などを多数検出している。

東区S E 4 4 2は調査区南西部で検出した井戸で、壁際のため全形、施設などは不明であるが、Ⅳ

期新の土器類がまとまって出土しており、今回の調査で確認された遺構で最も古く位置づけられ

るものである。東区S E 7 9（図版３－２）、東区S E 1 2 3（図版３－８、底部標高3 6 . 6 5ｍ）や西区

S E 7 7（図版４－２、底部標高3 6 . 9 0ｍ）は、方形の横桟縦板組の枠と底部に曲物を設置した井戸

で、平安時代後期のものである。東区S E 1 3 3（図７、図版３－７）は、底部に横板の方形の枠を

設置し、その上に１段の石組みを設置した井戸で、鎌倉時代に埋没している。東区S E 1 2 6も鎌倉

時代に埋没した井戸であるが、調査区の壁際であったため施設などは不明である。東区S E 2 1 1

（図版３－６）は、縦板を1 1枚組み合わせた井戸側と、底部（標高3 6 . 6 4ｍ）に方形の横板組の枠

を設置した井戸で、1 4世紀の中頃から後半代にかけて機能していたものと思われる。井戸枠内か

ら多量の土器類とともに、鉄滓などが出土している。東区S E 2 7 0も底部（標高3 6 . 3 5ｍ）に桶状の

木枠を検出した。この井戸は1 4世紀末から1 5世紀前半くらいに埋没している。東区S E 2 3 8（底部

標高3 6 . 2 0ｍ）は、板などは抜きとられているようで施設の痕跡は確認できなかったが、1 5世紀

後半代に埋没していて、これも多量の土器類が出土している。東区S E 9 4（図版３－３、底部標高

3 6 . 0 2ｍ）、東区S E 1 9 6（図７、図版３－４）、東区S E 2 9 3は石組みを有する1 6世紀代の井戸であ

る。東区S E 2 1 8（図版３－５）は、底部（標高3 6 . 6 5ｍ）に桶の痕跡を確認している。掘形から見

て石組みがあった可能性がある。これも16世紀代に埋没している。

西区の調査区西端で確認した西区S D 3 2 A（図９）は南北方向にのびる溝で、南部分で幅約２m、

深さ0 . 8 m（標高3 7 . 4 5ｍ）を測るが、調査区中程で段がつき、北側では浅くなり幅も狭くなる。

また西区S D 3 2 Bとしたものは西区S D 3 2 Aに東側から流れ込む溝で、取り付き部付近で一段深くな

る。西区S D 3 2 Aは1 9 7 5年調査（１次調査）で見つかった「溝１」につながるものである。埋没は

1 6世紀代で、平安時代から存続した東洞院通に沿って室町時代後期に設けられた堀であろうと思

－8－

表２　遺構概要表



われる。当研究所の条坊復元モデルからみる

と、平安時代の東洞院大路東側築地部分にあ

たる。

このほかにも数条の溝を東区で検出してい

る。東区S D 1 7 2と東区S D 1 8 1は途中で途切

れて検出されたために別番号を付したが、同

一の南北方向の溝と判断している。底部の標

高を比較すると、北側の東区S D 1 7 2の北部が

東区S D 1 8 1よりも約0 . 4ｍほど低くなってい

る。東区S D 1 5 2は東西方向の溝で東区S K 5 2

に切られているため、西側に延長するものかどうかは不明である。西区S D 3 2 Bも含め何らかの区

画を意図したものであろう。

これらの遺構の他に柱穴と思われるP i tも多数検出されており、各時代のものがあるが、曇華院

が成立して以降の時期のものが圧倒的に多い。中には、先に述べた溝に平行して並びが確認でき

るものもある。

４．遺　　物

平安時代以前の遺物は極めて少なく、７世紀代後半から８世紀初頭くらいと思われる須恵器の

長頸瓶の破片が確認できる程度である。平安時代の前半代遺物も少量認められるが、いずれもそ

れより新しい遺構や層に混入して出土したものである。平安時代後期以降、徐々に遺物の量も増

加の傾向をたどる。曇華院が成立する14世紀後半以降からは著しい増加となる。

東区 S K 4 1 9からはⅤ期、東区S E

2 1 1・西区S K 5 1からはⅦ～Ⅷ期、東

区S E 2 3 8からはⅨ期、東区S K 1 7 0・

1 7 1からはⅩ期、東区S K 5 0・5 1・

7 1からはⅪ期からⅫ期にかけての良

好な一括資料が出土している
１)

。ここ

では図示したものについて、その内

容を記す。

東区SE７出土遺物（図10）

東区SE７からは、土師器皿１～22、

染付磁器椀2 3・2 4、京焼系の椀、鉄

釉陶器の椀、焼締陶器甕、桟瓦など

が出土している。土師器皿はN rタイ

－9－

図９　西区SD32A（北から）

図10 東区SE７出土土器実測図（１：４）



プを欠く資料で、１～1 1が圏線を持たない

S bで、1 2～2 2が圏線を持つSタイプである。

XIII期古の新相を示す土器群と考えられる。

東区SK74出土遺物（図11・12）

東区S K 7 4から出土した華南三彩の盤2 5

は、1 6世紀頃に日本にさかんに輸入された

ものとされ、京焼の成立や近世陶器に大き

な影響を与えたといわれるもので、京都市

内では数例の出土が知られている。高台は

削り出しで、高台内は露胎となっている。

文様は草花文を線刻する。全体に白泥を高

台の内側まで施し、緑の鉛釉を主体とし、

文様部分に黄色と褐色の釉をかけ分ける。

東区SK44出土遺物（図13・14）

東区S K 4 4は上層の炭層と、その下層より

出土した土器群とに分けて報告する。

炭層からは、土師器皿2 6～7 7・椀7 8・涼

炉7 9・焙烙鍋、焼締陶器皿8 0・擂鉢・鉢、

瓦器火鉢、唐津銅緑釉椀8 1、伊万里白磁椀

8 2、染付磁器椀8 3～8 8、京焼系陶器皿8 9な

どが出土している。土師器皿はN rタイプは

出土しておらず、2 6～3 3がS b、3 4～7 7がS

タイプである。Ⅻ期古の新相を持つ土器群

である。

下層からは、土師器皿9 0～1 1 1・焙烙鍋、

瓦 器 火 鉢 、 焼 締 陶 器 甕 、 伊 万 里 白 磁 椀

112・掛分天目茶椀113、京焼系陶器椀、瓦、

敷 、銅製小匙1 1 4などが出土している。

炭層と同様、土師器皿のN rは出土していな

い。9 0～9 3がS b、9 4～1 1 1がSタイプであ

る。Ⅻ期古に比定できる土器群である。

東区SK51出土遺物（図15～17）

東区S K 5 1は西側が一段高くなっており、西側の底部と同じ高さまでを上段、東側の一段低い部

分から出土したものを下段として扱っている。それぞれの出土遺物について述べる。

上段からは、土師器皿N r 1 1 5～1 2 3・皿S b 1 2 5～1 3 6・皿S 1 3 7～1 8 6・塩壷1 8 9～1 9 0・塩壷蓋

－10－

図12 東区SK74出土華南三彩盤

図11 東区SK74出土華南三彩盤実測図（１：４）
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1 8 7～1 8 8・小壷1 9 1・焙烙鍋1 9 3・羽釜、瓦器鉢1 9 2・瓦灯蓋1 9 4・火鉢、焼締陶器信楽擂鉢

2 1 5・備前擂鉢・丹波擂鉢・甕・徳利、唐津皿1 9 5～1 9 6・椀1 9 7、美濃瀬戸系小椀1 9 8・天目茶椀

2 0 2～2 0 3、志野皿1 9 9～2 0 1、黄瀬戸向付2 0 4、伊万里染付椀2 0 7～2 0 8、2 1 0、2 1 3・染付徳利

2 1 4・青磁椀2 0 5・青磁稜花皿2 0 6・白磁椀2 1 1～2 1 2、輸入陶磁器染付椀2 0 9、瓦類、鉄釘、砥石

片、銭貨などが出土している。Ⅺ期新の様相を持つ土器群である。

下段からは、土師器皿N r 2 1 6～2 2 2・皿S b 2 2 3～2 4 0・皿S 2 4 1～2 9 3・皿 (小杯) 294・小浅鉢

2 9 5・小壷2 9 6～2 9 7・高杯か2 9 8・塩壷蓋2 9 9・塩壷3 0 0～3 0 1・焙烙鍋3 0 2～3 0 4、瓦器火消壷蓋

3 0 5・火消壷3 0 6・火桶3 0 7・瓦灯3 0 8、焼締陶器丹波擂鉢3 3 1・信楽擂鉢3 3 2・甕・壷・盤、唐津

－11－

図13 東区SK44炭層出土土器実測図（１：４）



皿3 2 2～3 2 6・小椀3 2 7・椀3 2 8～3 2 9・片口付鉢3 3 0、美濃瀬戸系天目茶椀3 1 7・灰釉折縁皿3 1 8・

卸目皿、志野椀3 1 6・皿3 1 9、織部小椀3 2 0・向付3 2 1、黄瀬戸鉢、輸入陶磁器染付椀3 0 9～3 1 3・

白磁椀3 1 4・掛分椀3 1 5、瓦類、敷 、鉄釘、砥石片、硯片などが出土した。Ⅺ期中の最新様相を

持つ土器群である。

東区SE238出土遺物（図18・19）

東区S E 2 3 8からも良好な一括資料が出土した。上層から出土したものと中層から出土したもの

について報告する。
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図14 東区SK44下層出土土器・金属製品実測図（１：４）

表３　遺物概要表
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図15 東区SK51上段出土土器実測図（１：４）
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図16 東区SK51下段出土土器実測図１（１：４）
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図17 東区SK51下段出土土器実測図２（１：４）

図18 東区SE238上層出土土器実測図（１：４）



上層からは、土師器皿S h 3 3 3・皿S小3 3 4・皿S 3 3 5～3 4 3・皿N 3 4 4と主流を占める土師器皿類と

は別に、土師器皿 (Sh) 345～346・皿 (N) 347・皿 (S) 348～351とした一群が出土している。こ

れらは基本形態が主流のものとよく似ているが、明らかに作り手の違うものである。生産集団の

違いなどが考えられる。他に瓦器火鉢・鍋か羽釜の体部片、焼締陶器甕、瓦類などがある。Ⅸ期

－16－

図19 東区SE238中層出土土器実測図（１：４）



中の新相に位置づけられる土器群と考えている。

中層からは、土師器皿N小3 5 2・皿N大3 5 3～3 5 4・皿S h 3 5 5～3 6 5・皿S小3 6 6～3 6 7・皿S 3 6 8～

395と、これらの主流を占めるものの他に、土師器皿 (S?) 396̃405・皿 (N?) 406がある。土師器

皿3 9 6～4 0 6は上層で出土している3 4 5～3 5 1と同じ群であると思われる。他に、瓦器羽釜4 0 8・両

口把手付鍋4 0 7・火鉢4 0 9、瀬戸天目茶椀4 1 0・灰釉平茶椀・灰釉瓶4 1 1、焼締陶器甕、平瓦などが

ある。瓦器火鉢には丸形のものと角形ものがある。Ⅸ期中に位置づけられる土器群である。

東区SE211出土遺物（図20）

東区S E 2 1 1は、多角形の木枠組みを発見するまで約0 . 5ｍ掘り下げた段階のものを上層として扱

う。上層からは、土師器皿N小4 1 2～4 1 4・皿N大4 1 5・皿S小か4 1 6～4 1 7・皿S h 4 1 8～4 2 1・皿S

小4 2 2・皿S大4 2 3～4 3 1、須恵器鉢（播磨系）、焼締陶器甕、瓦器椀・羽釜・鍋・火鉢、瀬戸鉢・

壷、輸入陶磁器白磁皿、平瓦、丸瓦、敷 、有孔 などが出土した。

木枠の井筒内より、土師器皿N 4 3 2・皿S 4 3 3～4 3 4、土師器鉢、焼締陶器甕、瓦器鍋・火鉢、瀬

戸卸目皿、輸入陶磁器青磁椀・壷、青白磁皿、平瓦、丸瓦、有孔 、鉄滓などが出土する。

掘形からは、土師器皿N小4 3 5・皿N大4 3 6・皿S h 4 3 7・皿S小4 3 8・皿S大4 3 9・羽釜、須恵器鉢

（播磨系）・山茶椀、焼締陶器甕、瓦器椀・羽釜・火鉢・壷、輸入陶磁器白磁皿・青磁椀などが出

土した。Ⅷ期古の土器群である。

西区SK51出土遺物（図21・22）

西区S K 5 1中層からは、土師器皿N小4 4 0～4 5 3・皿N大4 5 4～4 6 4・皿A c 4 6 5・皿S h 4 6 6～4 7 1・

皿S 4 7 2～4 8 8・小椀4 8 9・ミニチュア羽釜4 9 0・小壷4 9 1、瓦器杯4 9 2・壷4 9 3・羽釜4 9 4・鍋4 9 5

～4 9 6・火鉢4 9 7、輸入陶磁器白磁口禿皿4 9 8・白磁椀 4 9 9・青磁蓮弁文椀5 0 0～5 0 1・青白磁壷

5 0 2・青白磁壷蓋5 0 3・青白磁皿5 0 4・褐釉系盤・褐釉系壷、須恵器鉢（播磨系）5 0 5、焼締陶器甕

（常滑系）506、瀬戸灰釉鉢507・小杯508・卸目皿509、平瓦、丸瓦、鉄釘などが出土した。
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図20 東区SE211出土土器実測図（１：４）
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図21 西区SK51中層出土土器実測図（１：４）



同遺構下層からは、土師器皿N小5 1 0～5 1 3・皿N大5 1 4～5 2 9・皿A c 5 3 0・皿S h 5 3 1・皿S 5 3 2～

5 3 8・ミニチュア羽釜5 3 9・鉢か5 4 0、瓦器鍋5 4 1～5 4 2・火鉢5 4 3～5 4 4・羽釜・壷、須恵器鉢

（播磨系）5 4 5・甕、瀬戸小杯5 4 7・壷、輸入陶磁器白磁口禿皿5 4 8～5 4 9・青磁蓮弁文椀5 5 0、焼

締陶器甕5 4 6、軒平瓦（剣頭文）、平瓦、丸瓦などが出土している。下層をⅦ期古の新相、中層を

Ⅶ期中と考えておく。

東区SK419出土遺物（図23）

東区S K 4 1 9からは、土師器皿N小型5 5 1～5 9 0・皿N中型5 9 1～5 9 4・皿N大型5 9 5～6 1 4、須恵器

鉢・甕・山茶椀、白色土器高杯、瓦器火鉢、平瓦などが出土している。Ⅴ期古に位置づけられる。

東区SE123出土遺物（図24）

東区S E 1 2 3より、平安時代後期の瓦（6 1 5～6 2 3）がまとまって出土している。一緒に出土した

土師器皿の形式からⅤ期新からⅥ期古のものが上層に含まれており、1 2世紀後半代には埋没した

ものと推定している。

その他の遺構出土遺物（図25・26）

1 5世紀後半代から江戸時代前期の遺構からは敷 が多く出土している。敷 は、寺のお堂など

の床に敷かれるもので中には磨滅痕が確認できるものも多くある（東区S E２など）。輸入磁器の青
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図22 西区SK51下層出土土器実測図（１：４）



白磁で仏像か塔の台座になると見られる破片も出土している（東区S K 8 7西下層）。五輪塔をスタ

ンプした平瓦も数点確認されており（東区S E 1 2 6、東区S K 3 8 8・4 1 8・4 2 1）、これらの遺物と曇

華院との関連が注目される。

註

１） 小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第３号　財団法

人京都市埋蔵文化財研究所　1996年
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図23 東区SK419出土土器実測図（１：４）
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図25 東区SE２出土敷

図26 東区SE２出土軒丸瓦

図24 東区SE123出土瓦拓影（１：３）
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５．ま と め

今回の調査では、高倉宮や曇華院が存在した時期の遺構、遺物を数多く確認することができた。

直接的に結びつく遺構は見つかっていないが、瓦や敷 など寺院に関係すると思われる遺物の出

土がみられ、多くの情報を得ることができた。

井戸の変遷を見ていくと、東区S E 4 4 2が最も古く1 2世紀の初頭に成立する。続いて東区S E 7 9・

1 2 3、西区S E 7 7、東区S E 1 3 3などがあり鎌倉時代初頭頃まで続く。鎌倉時代の井戸は東区S E 1 2 6

があるが数は多くない。1 4世紀代に入って東区S E 2 1 1が成立する。続いて東区S E 2 7 0・2 3 8と1 5

世紀代に続き、東区S E 9 4・1 9 6・2 1 8と1 6世紀代に続く。以降、近世の井戸は数多く確認されて

いる。

高倉の宮の成立は定かではないが、もともと藤原季成の邸宅であったことが知られ、以仁王は

その孫にあたる。治承四年（1 1 8 0）の反平氏の企ての失敗とともに、この邸宅は主を失うことと

なる。後、鎌倉時代には分割されたものの、1 4世紀後半に智泉尼よって曇華院の前身たる瑞雲山

通玄寺が起こされることになる。

これらの事柄と井戸の展開状況はよく一致していると見てよい。とりわけ東区S E 2 1 1からは、

鉄滓がまとまって検出され、その創建に関わった遺構であると思われる。

曇華院が成立して以降は、柱穴群や、溝なども数多く検出されている。

条坊関係遺構では東洞院大路関係の遺構の検出が期待されたが、中世後半の堀が重なっていて

確認するまでには至らなかった。しかし、平安京域内で散見できる室町時代後半代の堀は、当時

の市中の緊張状態を物語る資料として重要である。この堀は曇華院の寺域防衛のために通り沿い

に設けられたものである可能性が高い。
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